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「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

 

と
い
う
選
択

         

〜
多
様
な
人
材
を
活
用
せ
よ
〜

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」
を
実
践
し
て
成
功
し
て
い
る
企
業
が
全
国
に
存
在
す

る
。
成
功
企
業
は
ど
の
よ
う
に
社
員
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
活
用
し
て
い
る

の
か
、
今
号
は
そ
の
実
例
を
紹
介
す
る
。
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経
済
産
業
省
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

を
「
市
場
の
要
求
の
多
様
化
に
応
じ
、

企
業
側
も
人
種
、
性
別
、
年
齢
、
信

仰
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
多
様
な
人

材
を
生
か
し
、
最
大
限
の
能
力
を
発
揮

さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
」
と
定
義
し

て
い
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
外
国

人
や
女
性
、
高
齢
者
な
ど
を
積
極
的
に

登
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
職
場

環
境
が
変
わ
り
逆
に
生
産
性
が
落
ち
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
を
心
配
す

る
経
営
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
中
小
企
業
７
０
０
０
社
を
調
査
し

た
法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究

科
の
坂
本
光
司
教
授
は
「
杞き

憂ゆ
う

だ
」
と

明
言
す
る
。

中
小
企
業
の
１
割
が

Ｆ
・
Ｅ
・
Ｄ
社
員
を
活
用

　

中
小
企
業
庁
の
調
査
（
平
成
24
年

２
月
時
点
）
に
よ
る
と
全
国
に
は
約

３
８
６
万
社
の
企
業
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は

３
８
５
万
社
（
99
・
７
％
）
を
占
め
る
。

坂
本
教
授
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
７

割
が
赤
字
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
赤
字
の
原
因
に
つ
い
て
は
①
景

気
や
政
策
（
国
の
施
策
が
悪
い
）、
②

業
種
や
業
態
（
業
界
全
体
が
不
調
）、

③
企
業
規
模
（
自
社
の
規
模
が
小
さ

く
経
営
資
源
が
少
な
い
）、
④
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
立
地
環
境
（
大
都
市
圏
か
ら

離
れ
て
い
る
）、
⑤
大
企
業
・
大
型
店

（
強
者
に
仕
事
を
奪
わ
れ
た
）
の
５
類

型
の
ど
れ
か
に
求
め
る
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。

　

だ
が
、
坂
本
教
授
は
こ
れ
ら
の
多
く

が
「
誤
解
・
錯
覚
・
甘
え
」
で
あ
る
と

分
析
す
る
。
言
い
訳
を
せ
ず
、
毎
年

き
ち
ん
と
利
益
を
上
げ
て
い
る
会
社
は

調
査
し
た
７
０
０
０
社
の
う
ち
７
０
０

社
程
度
存
在
し
、
そ
の
多
く
が
「
企

業
と
は
何
か
を
理
解
し
、
Ｆ
・
Ｅ
・
Ｄ

社
員
を
活
用
し
て
い
る
」
と
い
う
共
通

点
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
Ｆ
・
Ｅ
・
Ｄ
社
員
」
と
は
坂
本
教

授
の
造
語
で
、
Ｆ
は
女
性
、
Ｅ
は
高
齢

者
、
Ｄ
は
障
害
者
を
表
す
。
男
性
現

役
世
代
が
中
心
の
企
業
社
会
の
中
で

は
総
じ
て
弱
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る

人
た
ち
で
あ
る
。
坂
本
教
授
は
ま
ず

は
こ
の
よ
う
な
人
材
の
積
極
的
な
活

用
を
説
い
て
い
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
に
外
国

人
を
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

人
口
比
で
は
女
性
が
多
い
が

就
労
数
で
は
男
女
が
逆
転

　

な
ぜ
、
Ｆ
・
Ｅ
・
Ｄ
社
員
の
活
用
が

重
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
女
性

社
員
を
例
に
取
っ
て
考
え
て
み
る
。

　

総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
男

女
の
割
合
は
49
対
51
だ
。
と
こ
ろ
が
、

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
「
男
女

共
同
参
画
白
書 

平
成
26
年
版
」
に
よ

る
と
、
日
本
の
労
働
力
人
口
（
就
業
者

お
よ
び
完
全
失
業
者
の
合
計
）
の
総
数

は
６
５
７
７
万
人
、
そ
の
う
ち
男
性
は

３
７
７
３
万
人
、
女
性
は
２
８
０
４
万

人
で
57
対
43
と
逆
転
し
て
し
ま
う
。

明
ら
か
に
女
性
の
就
労
数
が
少
な
い
の

だ
。

「
女
性
の
就
労
者
が
少
な
い
の
は
努
力

不
足
や
能
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
主
導
社
会
の
中

で
女
性
の
能
力
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て

多
様
な
人
材
登
用
が
会
社
を
強
く
す
る

こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
」

　

今
、
女
性
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

背
景
は
何
か
？ 

坂
本
教
授
は
二
つ
の

理
由
を
挙
げ
る
。

　

ま
ず
日
本
経
済
の
ソ
フ
ト
化
・
サ
ー

ビ
ス
化
の
進
行
で
あ
る
。特
に
ソ
フ
ト・

さかもと・こうじ
1947年、静岡県出身。1970年法政大学経営学
部卒業。静岡文化芸術大学文化政策学部・同大学
院教授等を経て現職。他に、『日本でいちばん大切
にしたい会社大賞』審査委員会委員長等、公務多
数。主な著書は『日本でいちばん大切にしたい会
社1.2.3.4』（あさ出版）『人に喜ばれる仕事をしよう』
（WAVE出版）『幸せな職場のつくり方』（ラグーナ
出版）『なぜこの会社に人財が集まるのか』（商業界）
『社員と顧客を大切にする会社「7つの法則」を実
践する優良企業48』（PHP研究所）など。中小企
業経営研究の第一人者として、これまで7,000社
を超える企業への訪問調査・アドバイスを行う

坂
本
光
司

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
教
授

同
大
学
院
静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長

特 集 
「ダイバーシティ」という選択
～多様な人材を活用せよ～


